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「ひだか未来塾」とは
～日高管内中高生の研修事業

対象：管内の中学校・高校に在籍する者 ３５人
内容：生徒向けの講演会、ワークショップ等の研修事業
目的：中学生・高校生が他町の参加者と交流、地域課題

解決に向けた協議等をとおして、地域の良さを客
観的に見つめる視野や、ボランティア活動等の地
域活動に主体的に参画する意欲・態度を身に付け
ることを目的とする。
年１回実施。



実施に至る経緯

・道教委で実施していた「ジュニアリーダー」事業が終了したこ
とから、管内２団体（日高管内社会教育職員研究協議会・日高
管内社会教育主事会）の共催事業として、令和元年度から実施
している。

・社会教育指導部会研修会も兼ねて実施し、実施費用は研修会予
算から支出している。

・管内で役割分担（管内ブロック〔西部・中部・東部〕の持ち回
りし、開催担当ブロックを中心に、管内全町が関わり事業運営
にあたっている。



スケジュール

１０：００～１０：１０ 開会式 オリエンテーション
１０：１０～１１：００ 講演
１１：００～１１：１０ 休憩
１１：００～１２：３０ 事例発表①②
１２：１０～１２：５５ 昼食休憩
１２：５５～１４：２５ ワークショップ
１４：２５～１４：４０ 講評 閉会式

令和４年１１月２７日 浦河町総合文化会館



講演「ＳＤＧｓとまちづくり」

講師 環境省北海道パートナーシップオフィス
溝渕 清彦氏



事例発表「地元の方々の取り組みからＳＤＧｓを考える」

事例発表① 「山放牧 アポイ豚の取り組み」

駒谷牧場 西川 雄喜 氏（様似町）



事例発表②
「日産のSGDsの取り組みと電気自動車による環境貢献」

株式会社札幌日産自動車静内店 片井 瑠偉氏



マイボトル・マイ箸の持参



・道産の食材を使用
・食品ロスを意識した
メニューづくり

・ブルーシーフードと
呼ばれるものを使用

・容器は紙製の物使用
・食材と食材の仕切りに
はカップではなく野菜
を使用



グループワーク

「持続可能な地域づくりのために「身のまわり」で
どんなことができるんだろう」



各グループの口頭発表
を聞きながら講師が、
その場で作成し提示

グループワークの
まとめ



参加者（中高生の感想①）

・ＳＤＧｓについて深く掘り下げて学習することがなかった
ので新しい知識が身についた。

・グループワークをとおして各地域・各学校の特色を知るこ
とができた。

・発言をしていくうちに緊張がとけ、有意義な討論をするこ
とができた。



参加者（中高生の感想②）

・学校等で「ＳＧＤｓ」を耳にする機会が多くなってきた
が、自分たちの視点に立って学ぶことがなかった。学ん
だことを学校や保護者に伝えていき、少しずつ実践して
いきたい。

・グループワークでは、他校の生徒と交流し様々な意見を
聞くことで、自分の考えを深めることができた。

・他の人の反応がしっかりとあったので積極的に意見を
出すことができた。



講師からの講評

できるだけ早い段階で発声する機会を持ち、相手に意識を
向ける傾聴の機会を重ねることで、立ち上がって意見をかわ
すなど、関係性を構築することができたのではと思います。
どのようなふり返りをし、今後に活かしていくか楽しみに

しています。



実践で難しいと思っていること（主催者として）

・事業開始から数年経ち管内の事業として定着しつつある。

・生徒の興味関心は様々であるため、限られた時間（実質半
日程度）で何をどこまでを研修の目標とするか、十分な打
合せ、プログラム設定が必要である。

・学校教員の参加は求めていないが、参画してくれると有意
義だと思う。



改善のアイディア

・地域（日高）の課題
・「防災（地震・津波など）」
・「SDGs（環境の変化による一次産業の影響）」

などといった大きなテーマについて、参加者それぞ
れが自分のこととしてとらえ、地域での行動につなげ
られるよう、関係職員による事業内容の検討を継続し
ていきたい。



実践から導きだされた社会教育職員の役割

・成果を広く周知し、活動に対する理解・関心を深める。

・管内各町・関係職員による事業として継続実施し、
職員間の連携が深まるよう取り組む。


